
第
ご
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
木
　
　
芽
　
　
峠

木

芽
山

上、

ﾏ究
本

：兀

　
　
　
　
　
　
曜

大
工
峠
は
越
中
國
敦
賀
郡
ぐ
」
有
志
郡
ご
の
境
に
在
b
、
…
明

治
廿
年
の
、
敦
賀
町
よ
り
東
浦
村
、
南
條
平
河
野
村
等
を

経
て
武
生
町
に
至
る
敦
賀
遽
の
閥
難
ま
で
は
、
西
下
江
道

、
こ
し
て
京
よ
り
北
陸
道
ゲ
下
向
す
る
に
は
必
ず
通
過
す
べ

き
名
高
き
瞼
蓮
な
り
き
。
即
ち
西
近
江
よ
り
七
里
牟
越
を

越
ね
て
敦
賀
郡
に
入
り
、
道
口
よ
り
葉
原
、
新
保
を
経
て

木
芽
峠
に
か
、
り
、
今
荘
に
て
束
近
江
よ
り
來
る
北
陸
本

旭
に
合
し
て
國
府
（
武
生
）
に
逮
し
把
り
。
短
路
は
源
尋
盛

衰
記
の
撹
順
ご
今
も
同
じ
、
中
世
以
後
の
軍
族
は
皆
此
路

を
取
り
、
朋
治
十
年
、
明
治
天
皇
北
陸
御
巡
幸
に
も
此
廉

々
過
ぎ
ら
れ
由
り
。
此
・
峠
・
は
土
古
よ
り
の
往
來
に
あ
ら
す

　
　
　
　
　
　
二

　
　
萬
葉
集
十
八
　
　
橡
久
米
朝
典
腰
縄
之
舘
饗
田
邊
史

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
號
　
　
　
一
二
〇
　
　
（
ご
一
〇
山
ハ
）

　
　
福
麻
呂
歌
宴

　
　
可
徹
流
末
能
美
知
由
三
三
絃
波
伊
都
波
多
能
佐
伽
爾

　
　
蘇
泥
引
禮
和
書
旧
事
於
毛
波
婆

こ
の
歌
は
天
李
二
十
一
年
三
月
二
十
六
目
、
越
中
に
て
橘

諸
兄
の
使
者
、
こ
し
て
下
れ
る
田
邊
輻
麻
呂
を
饗
し
た
る
時

越
中
守
大
様
家
持
の
詠
め
る
な
り
。
即
ち
編
麻
呂
が
京
に

上
る
に
蹄
山
路
を
越
ゆ
る
時
に
は
五
幡
坂
に
て
盈
を
振
れ

ご
云
へ
る
な
り
〇
五
幡
は
木
芽
峠
路
に
あ
ら
で
敦
賀
郡
東

浦
村
五
か
年
な
り
。
此
期
は
敦
賀
よ
り
五
音
、
杉
津
を
脛

て
南
條
郡
境
の
山
中
峠
．
を
越
ね
て
山
中
、
鹿
毛
に
出
で
た

る
も
の
に
て
、
是
童
歌
の
「
蹄
末
」
な
り
。
是
奈
良
朝
獄
後

の
北
陸
道
な
り
。
東
錐
養
和
元
年
九
月
の
條
に

　
　
先
陣
根
井
太
郎
、
至
越
前
國
水
挫
、
與
撹
盛
朝
臣
從

　
　
軍
己
始
合
戦

　
　
　
　
　
ス
イ

水
隷
は
今
の
杉
浄
な
り
。
木
曾
義
仲
の
先
陣
根
井
太
郎
、

國
府
（
武
生
）
よ
り
齢
山
路
を
取
り
て
杉
津
に
出
で
、
陣
し

泊
る
者
な
り
O
藤
7
猿
隆
信
集
に
（
隆
…
信
元
久
．
二
年
卒
年
⊥
ハ
十



四
、
）

　
そ
の
夜
監
明
ぬ
れ
に
、
す
い
つ
の
わ
六
切
ミ
て
、
し
ぼ
、
，
み
の
な
み
も

　
・
い
S
け
は
・
し
げ
な
る
，
ふ
ね
に
の
q
て
こ
斗
、
幽
る
も
、
わ
れ
り
ぐ
㌔
こ
か
、

　
e
へ
・
、
」
い
ミ
は
n
る
か
に
見
わ
れ
さ
れ
六
ろ
ほ
ぐ
、
㌦
お
そ
ろ
し
く
さ
へ
お
も

　
ひ
つ
・
け
ら
れ
て
、
い
そ
に
つ
き
て
、
あ
み
び
く
を
み
て
，

　
　
　
を
く
あ
み
の
沖
を
遙
に
め
く
れ
こ
も
都
に
の
み
七
ひ
く
心
か
な

こ
は
隆
信
が
前
夜
、
敦
賀
津
に
泊
り
て
杉
津
に
渡
り
し
な

れ
ば
、
即
綿
山
路
を
取
昼
て
、
北
陸
路
を
下
り
把
る
な
り
。

此
集
よ
り
推
し
て
考
ふ
れ
ば
、
萬
葉
集
四
に
笠
朝
臣
金
村

の
敦
賀
津
よ
b
舟
出
し
て
田
結
浦
沖
を
通
り
た
る
歌
め
る

も
・
杉
津
へ
渡
り
し
者
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。
敦
賀
よ
り
杉

津
ま
で
は
海
上
凡
三
暖
め
り
、
渡
し
舟
に
便
宜
し
き
地
．
こ

見
ね
、
北
陸
鐵
通
開
通
ま
で
は
便
船
の
便
あ
り
π
り
き
○

難
事
尋
盛
衰
記
四
、
白
山
即
興
登
山
事
の
條
に

　
安
元
三
年
正
月
晦
B
辛
米
目
，
吉
B
也
ト
テ
御
門
出
ア
リ
，
同
二
月
五

　
冒
丙
子
ヲ
吉
u
ト
シ
テ
早
松
阯
ヨ
リ
額
成
守
（
ッ
カ
セ
給
7
、
（
中
略
）

　
＋
天
戸
二
劣
（
ル
ノ
掌
酒
量
日
・
二
水
津
・
浦
。
＋
吉
二
姦

　
賀
津
北
／
端
金
ノ
崎
ノ
構
音
堂
（
入
準
レ
、

ご
見
ね
た
り
。
是
も
鮮
山
路
な
り
。

　
　
　
第
二
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
木
　
　
　
芽
　
　
　
峠

今
の
鹿
蕊
　
村
館
よ
b
此
蹄
山
路
西
十
町
許
に
新
遁
（
下
新

甦
上
新
道
）
こ
い
へ
る
邑
め
り
、
野
庭
よ
り
進
分
岐
し
て

二
屋
村
を
脛
て
木
芽
峠
．
に
か
、
る
。
新
道
の
名
は
こ
の
木

芽
峠
道
の
新
し
き
道
な
る
が
故
に
負
ひ
し
名
な
り
。
從
來

の
地
誌
し
、
木
射
乳
を
以
て
騰
山
な
り
こ
な
せ
る
窪
め
る

は
、
こ
の
新
蓮
の
名
に
心
附
さ
り
し
臆
説
な
り
。
編
山
路

は
既
に
説
き
し
が
如
く
徴
証
あ
り
。
類
聚
國
史
八
＋
三
、

政
理
部
に

　
　
淳
和
天
皐
天
、
長
七
年
二
月
庚
午
、
越
前
國
正
税
三
百

　
　
束
鐵
一
千
廷
、
賜
作
七
瀬
鹿
蒜
山
寸
描
、
百
姓
上
毛

　
　
野
陸
奥
谷
山
、
　
（
原
本
鹿
三
宮
ご
あ
り
、
大
日
本
倉

　
　
貨
志
に
煽
て
悩
む
、
）

ご
あ
る
鹿
蒜
瞼
滋
は
、
山
中
峠
を
指
す
か
或
は
木
芽
峠
を

指
す
か
詳
な
△
す
。
敦
賀
音
差
に
岡
野
吉
孝
の
説
を
載
せ

た
る
に
、
右
の
類
聚
國
史
の
文
を
引
て
『
恐
く
は
此
時
ぞ

彼
坂
を
開
か
れ
た
り
け
ん
、
其
坂
こ
い
ふ
は
今
町
木
芽
坂

な
り
』
ご
あ
り
。
そ
の
瞼
道
こ
い
へ
る
は
木
芽
峠
の
」
如
く

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
二
一
　
（
三
〇
七
）



第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
木
　
　
　
芽

峠

な
れ
こ
も
、
確
な
る
証
左
は
管
見
に
及
は
ふ
9
。
o
若
此
説
の

如
く
木
芽
峠
の
事
な
ら
ば
、
此
時
に
ぞ
開
難
さ
れ
だ
る
な

ら
ん
。
延
喜
式
の
騨
名
に
松
原
、
鹿
蒜
め
り
、
爾
騨
の
間

の
…
騨
路
は
山
中
峠
な
る
か
、
木
芽
綜
．
な
る
か
急
な
ら
す
、

此
説
を
証
す
る
に
足
る
べ
し
。
今
敦
賀
、
綿
聞
の
里
程
を

比
較
す
る
に
山
申
峠
路
は
木
芽
峠
に
比
し
て
一
里
余
の
遠

路
た
り
。
當
時
三
十
里
（
凡
今
の
五
里
）
一
景
の
制
な
れ
ざ

も
、
土
地
の
便
宜
に
て
多
少
遠
近
め
る
者
な
れ
ば
、
一
里

許
（
A
コ
の
里
秤
）
の
差
違
は
あ
る
べ
し
。
さ
れ
ば
里
国
を
以

て
し
て
は
敦
の
道
こ
も
定
め
難
し
。
さ
れ
ご
由
中
峠
路
の

方
は
瞼
路
に
あ
ら
す
し
て
、
此
以
後
ご
錐
も
往
零
し
把
り

し
事
、
既
に
前
に
翠
げ
た
る
が
如
し
。
さ
れ
ば
騨
路
も
取

調
山
中
路
た
り
し
な
る
べ
し
O
紫
式
部
集
に

　
み
や
こ
の
か
☆
へ
ε
て
、
か
へ
ろ
・
田
こ
砕
け
る
に
冒
、
よ
ひ
さ
か
．
こ
ゼ
ふ

　
な
る
ミ
こ
ろ
の
、
い
ミ
わ
り
な
き
が
け
ち
に
、
こ
し
も
か
き
わ
っ
ら
ふ

　
を
，
お
そ
ろ
し
ご
お
も
ふ
に
、
さ
る
の
木
の
尽
り
申
よ
り
い
ε
お
ほ
く

　
い
で
き
ぬ
れ
ば

　
　
　
ま
乙
も
駄
弁
方
人
の
こ
ゑ
か
は
ぜ
わ
れ
こ
し
わ
ふ
ろ
六
・
あ
よ
ひ

第
二
號
　

一
網
ニ
（
三
〇
八
）

　
　
　
さ
か

こ
は
寛
弘
の
頃
、
越
前
國
府
よ
り
都
へ
睡
る
時
の
歌
な
り
Q

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
の

よ
ひ
さ
か
ご
い
へ
る
地
名
今
露
な
ら
す
。
大
玉
峠
路
に

ぎ
ヅ
サ
カ

越
訴
ご
云
へ
る
邑
あ
り
、
こ
れ
よ
ひ
さ
か
の
轄
説
嫁
b
こ

せ
ば
、
此
か
へ
る
山
は
木
芽
峠
に
し
て
、
鹿
蒜
瞼
蓮
も
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ

芽
峠
な
り
こ
す
ぺ
け
れ
こ
も
、
よ
ひ
の
を
っ
ご
縛
誼
し
把

り
こ
す
は
張
い
た
り
ご
云
へ
し
u
其
頃
の
地
名
は
一
般
に

其
後
甚
し
き
恩
誼
あ
り
し
ご
も
見
ね
す
、
越
坂
の
隣
村
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ン
ヌ
う

る
葉
原
．
の
如
き
、
李
家
物
語
に
飯
原
ご
あ
り
、
今
も
ハ
ン

原
ご
総
せ
り
。

木
芽
峠
の
名
の
初
て
見
ぬ
だ
る
は
源
挙
三
盛
記
こ
す
○
詞

書
廿
八
、
源
氏
追
討
便
附
燧
城
李
取
陣
事
の
條
に

　
芥
。
乳
ノ
中
山
＝
懸
テ
天
皇
，
國
境
，
雲
霞
、
三
口
瞬
結
テ
、
黄
智
ハ
津
・
著

　
二
ヶ
リ
、
其
ヨ
”
二
河
坂
源
，
木
邊
田
テ
．
打
登
、
辮
道
二
懸
テ
還
山
マ

　
テ
連
タ
亨

萬
葉
仙
畳
抄
十
八
、
前
に
引
け
る
歌
の
解
に

　
い
っ
は
六
こ
曽
ば
す
い
つ
へ
い
つ
、
き
の
へ
こ
ね
は
つ
ろ
か
の
瀧
へ
萬

　
る
⊥
平
し
　
斗
㌧
の
へ
こ
ね
博
μ
こ
ご
に
さ
か
・
し
》
・
滋
な
り



五
幡
を
志
す
れ
ば
杉
津
、
衛
す
れ
ば
敦
賀
津
な
り
。
本
書

の
記
述
聯
か
充
分
な
ら
す
。
刊
本
に
す
い
つ
を
海
津
ε
の

る
は
よ
ろ
し
か
ら
す
。
木
芽
峠
よ
り
も
海
津
へ
出
つ
る
事

は
同
じ
。
さ
て
此
頃
よ
り
木
芽
山
の
名
見
ね
去
れ
ば
、
此

時
代
を
逸
る
こ
ご
黒
き
昔
の
開
鞭
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

天
長
二
年
の
開
繋
こ
す
れ
ば
凡
三
百
五
六
十
年
夏
も
昔
の

事
な
り
。
叉
鎌
倉
時
代
以
後
は
專
ら
太
・
言
路
の
往
來
の
み

こ
な
り
て
、
山
中
峠
の
方
の
往
來
は
物
に
見
ぬ
す
な
れ
り
。

木
芽
山
、
仙
畳
抄
、
源
季
盛
衰
記
に
は
木
邊
山
ご
見
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

か
、
今
も
土
地
の
者
は
き
の
べ
由
ご
称
せ
り
Q
後
の
者
な

が
ら
義
纒
記
七
、
．
三
口
關
ご
ほ
り
給
ふ
事
の
條
に
も
、
木
、

邊
こ
い
ふ
山
を
越
て
こ
あ
り
。
仙
覚
抄
刊
本
、
木
芽
山
ご

あ
る
は
後
の
改
簸
な
り
。
溢
図
葉
師
の
詠
を
集
録
し
た
る

傘
茸
道
詠
に

　
　
越
廼
路
よ
嚇
部
に
お
も
む
き
・
し
時
，
木
芽
由
こ
い
ふ
所
に
て

　
草
の
葉
ド
首
脈
途
ぜ
る
勇
の
木
の
目
山
蜜
に
路
あ
る
こ
㌔
ち
こ
そ
ず
れ

此
詠
は
建
長
五
年
、
導
師
上
京
の
時
の
詠
な
り
ご
傳
へ
ら

第
ご
巻
　
　
難
　
纂
　
　
木
　
　
　
芽

陳

る
れ
ざ
も
、
本
書
は
陽
方
雨
山
の
編
成
に
し
て
、
若
干
首

は
後
の
人
の
者
の
纏
羽
あ
り
こ
の
説
も
あ
り
こ
の
里
な
れ

ば
、
こ
の
詠
も
本
論
を
木
日
．
こ
縛
記
し
て
傳
へ
た
る
か
或

は
訂
正
し
た
る
蔚
な
る
べ
し
Q
素
よ
b
確
な
る
証
ざ
は
な

す
べ
か
ら
す
。
木
芽
の
名
の
見
ね
把
る
は
、
大
φ
記
に
木

の
目
撃
ご
あ
る
を
始
こ
す
べ
し
。

義
縄
思
懸
、
三
ロ
關
ご
ほ
り
給
ふ
事
の
條

　
夜
も
す
て
に
あ
σ
、
れ
げ
［
、
荒
乳
の
山
を
由
山
て
晶
越
剛
の
國
へ
い
り
紛
ふ

　
中
墨
の
山
の
北
の
こ
・
し
に
若
挾
へ
か
よ
ふ
道
あ
り
、
の
う
み
山
に
行
く

　
み
ち
も
あ
り
、
そ
こ
を
　
こ
”
、
こ
そ
甲
け
る
ハ
中
略
此
山
の
瞭
よ
り
庚
へ

　
山
阿
ふ
で
、
の
う
み
越
に
か
・
り
て
、
ひ
う
ち
か
城
へ
蹴
で
、
越
朗
國
こ
り

　
に
か
、
り
て
、
へ
い
煙
ん
じ
を
拝
み
給
ひ
て

三
十
は
敦
賀
郡
道
口
村
な
り
道
n
よ
り
す
西
る
は
若
荻
道

漏
す
る
は
木
芽
道
な
り
○
而
て
こ
れ
よ
り
燧
城
に
出
て
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

府
に
至
る
べ
し
。
故
に
こ
の
の
う
み
山
も
木
芽
峠
の
別
名

の
如
く
思
は
る
れ
ざ
も
、
の
う
み
越
は
近
江
伊
香
郡
片
岡

村
に
在
り
て
、
長
坂
よ
り
中
河
内
に
越
ゆ
る
坂
な
り
。
今

は
椿
坂
峠
こ
も
云
ふ
。
玉
葉
養
和
元
年
＋
月
十
a
條
に

第
二
號
　
　
　
一
二
一
二
　
（
ご
d
九
）



　
　
　
策
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
木
　
　
　
芽
　
　
配
峠

　
　
北
陸
道
知
度
満
房
（
巳
上
露
韓
拍
子
怠
等
也
）
此
外
重

　
　
衡
出
資
悪
世
直
等
、
野
字
美
越
同
胎
向
北
陸
云
々
、

源
尋
盛
衰
記
二
十
八
、
源
氏
追
討
男
爵
に

　
東
路
ニ
　
同
上
慮
円
環
ノ
浦
b
　
陥
魍
津
宿
テ
打
…
遡
ナ
、
　
能
美
越
．
申
河
四
、
虎
杖

　
崩
…
ヨ
リ
選
寓
（
ソ
打
合
タ
ル
、

ご
見
ぬ
π
る
者
即
此
慈
な
り
。
義
麗
寵
．
誤
れ
う
。
但
、
同

章
の
末
に
木
釘
由
打
越
て
こ
あ
る
そ
よ
ろ
し
き
○

　
　
　
　
　
．
幽
晶

太
堺
記
十
七
に
延
元
々
年
†
月
、
洞
院
實
世
、
新
田
義
真

等
、
東
宮
一
宮
に
供
奉
し
て
山
門
よ
り
北
國
に
下
り
し
に

荒
乳
の
中
道
を
ば
越
前
守
護
足
利
高
維
さ
し
塞
ぎ
し
か
ば

海
津
、
櫨
津
よ
り
蓮
を
か
へ
て
木
芽
欝
峠
に
か
〉
り
・
こ
の

峠
に
て
大
雪
に
遭
ひ
て
士
卒
凍
死
す
る
者
あ
り
、
十
三
H

敦
賀
津
金
蜻
城
に
入
れ
り
ご
あ
り
」
こ
の
木
芽
峠
は
荒
乳

の
中
山
ハ
七
里
化
症
）
の
誤
な
り
。
太
導
記
は
十
H
山
門
寓

登
、
十
三
B
敦
賀
着
こ
な
せ
ご
も
、
實
は
九
B
夜
門
門
鵠

螢
．
十
擁
敦
賀
に
着
し
給
へ
り
。
其
事
ほ
菅
政
友
氏
か
岡
．

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
＝
一
四
　
（
三
　
Q
）

恒
良
親
王
叡
山
に
於
て
受
湿
す
』
（
史
學
雑
誌
十
號
）
に

辮
せ
ら
れ
た
る
加
く
、
白
河
薄
暑
交
書
、
十
一
月
十
二
口

余
．
崎
よ
り
出
さ
れ
に
る
論
旨
に
、
去
二
十
日
、
所
有
臨
享

越
前
國
鶴
賀
津
也
ご
あ
り
て
、
馬
刀
十
日
着
の
事
は
確
實

な
り
Q
元
弘
U
記
裏
書
に
十
刀
九
口
、
東
宮
拝
尊
良
親
王

義
貞
等
趣
越
前
國
こ
め
り
、
梅
松
論
に
詰
れ
ば
夜
の
御
三

輿
ご
見
へ
に
れ
■
ば
、
九
日
夜
の
御
出
獲
こ
す
べ
し
。
然
れ

ば
一
口
程
に
て
敦
賀
に
着
し
給
ひ
に
り
Q
叡
山
よ
り
海
痒

に
出
で
、
櫨
津
よ
り
迂
回
し
て
木
芽
峠
に
出
つ
る
は
、
中

河
内
途
を
維
て
、
橡
木
峠
を
越
ね
板
取
に
出
で
さ
る
べ
か

ら
す
G
北
道
に
由
れ
ば
、
敦
田
無
に
至
る
約
二
十
蝕
里
あ
り
。

然
る
時
は
行
軍
一
U
程
の
道
程
に
あ
ら
す
・
o
且
橡
木
峠
は

當
時
も
至
て
難
所
な
り
し
な
る
べ
し
、
盛
衰
記
に
も
虎
越

崩
ご
あ
り
、
崩
ご
は
難
所
な
る
が
故
な
る
べ
し
。
朝
倉
氏

の
時
に
あ
り
て
は
、
其
、
軍
を
近
江
に
出
す
に
は
、
多
く
は

木
芽
峠
を
越
て
敦
賀
に
出
で
た
り
○
是
亦
橡
木
峠
の
難
所

生
る
が
爲
な
り
Q
今
の
北
陸
面
こ
し
て
の
滋
路
は
、
柴
田



勝
家
、
越
前
に
封
せ
ら
れ
て
よ
り
頴
安
土
へ
墾
帯
す
る
に

敦
賀
へ
迂
阿
す
る
は
不
便
な
る
が
爲
に
、
閥
難
し
た
る
な

り
ご
傳
…
へ
・
ら
る
℃
（
越
路
艸
）
殊
に
此
即
身
　
は
木
芽
峠
よ
り
は

積
雪
高
く
徳
川
時
代
に
淵
井
志
野
の
江
戸
野
方
の
際
に
も

積
雪
甚
し
き
は
此
路
を
避
け
て
、
木
芽
峠
越
に
敦
賀
に
出

で
、
、
刀
根
越
を
木
本
に
出
で
泥
り
。
か
、
る
、
所
な
れ
ば

義
貞
等
の
軍
、
木
芽
峠
に
て
大
雪
に
困
厄
す
る
な
ら
ば
、

是
よ
り
先
き
業
平
に
て
遭
愚
困
厄
す
べ
き
な
り
b
太
筆
記

に
馨
れ
ば
、
義
貞
等
、
金
崎
城
に
入
り
て
、
逗
留
一
縫
に

し
て
脇
屋
義
助
を
柚
山
城
に
遣
し
、
後
援
を
得
ん
こ
せ
り
、

若
し
そ
れ
此
路
に
出
で
だ
り
こ
せ
ば
、
板
取
村
よ
り
野
山

は
近
く
二
里
許
に
在
り
、
然
る
を
木
芽
峠
の
野
路
を
越
ね

て
五
里
許
な
る
金
崎
に
入
り
て
、
更
に
義
助
等
を
杣
山
に

遣
す
ご
は
不
審
な
ら
す
や
。
梅
松
論
に
は

　
其
後
激
ず
が
ら
哀
鳳
ろ
こ
ご
．
こ
も
多
か
吟
け
り
、
八
尋
の
中
山
に
て
大

　
雪
に
逢
て
、
軍
勢
こ
も
寒
の
岱
に
死
す
、
去
な
が
ら
轟
責
α
子
細
な
く

　
越
前
國
ド
ト
下
着
し
給
ひ
．
険

ご
あ
り
〇
一
精
程
こ
し
て
は
黒
道
を
探
ら
ざ
る
べ
か
ら
す

第
二
奮
　
　
雑
纂
　
　
木

芽

峠

之
に
從
ふ
べ
き
な
り
。
そ
の
士
卒
の
凍
死
も
此
山
に
て
の

事
な
り
・
後
の
春
な
が
ら
氣
比
墨
家
角
塵
豊
富
の
編
述
し

た
る
氣
比
俗
談
（
元
腺
十
四
年
刊
）
に
巻
、
氣
比
氏
治
、
五

，
百
騎
に
て
七
里
傘
に
出
で
、
迎
へ
た
る
こ
ご
を
呈
す
○
回

書
は
就
傷
め
傳
に
糠
ゲ
て
書
綴
り
、
書
紀
以
下
所
載
就
記

ご
同
異
「
す
．
こ
錐
も
不
改
之
ご
あ
れ
ば
、
氣
比
翼
家
の
傳
説

も
七
璽
牟
越
な
る
を
知
べ
し
Q

窯
出
記
は
木
芽
の
み
な
ら
す
、
凡
て
木
芽
峠
の
位
置
に
就

て
誤
れ
り
、
即
ち
近
江
路
よ
り
敦
賀
に
入
る
に
は
荒
乳
の

中
由
ご
木
芽
峠
こ
の
上
路
め
り
こ
心
得
、
木
芽
峠
の
敦
賀

よ
り
更
に
北
陸
泣
に
入
る
道
に
る
を
知
ら
ざ
り
し
な
り
。

其
＝
一
を
指
摘
す
れ
ば
、
二
十
一
、
櫨
治
判
官
二
死
の
事

　
北
國
の
棚
方
頻
に
漏
り
て
、
尾
張
守
黒
刈
の
城
へ
吉
栂
郡
）
を
落
さ
れ
η

　
ご
開
セ
2
け
れ
げ
昏
、
　
山
尽
都
円
蓋
の
外
階
川
孤
皐
・
し
イ
、
、
　
肌
期
の
丘
ハ
を
下
さ
ろ
へ
・
し
ぜ
」

　
評
定
あ
り
，
㎝
μ
ち
悶
一
刀
の
大
將
を
定
め
て
詫
ハ
國
　
々
へ
勢
’
を
ぞ
添
ら
れ
一
り

　
る
、
（
中
略
）
佐
々
木
三
部
鯛
官
酒
淫
に
江
弼
の
勢
夕
要
し
て
、
木
目
嶽

　
を
打
ち
越
口
て
毅
賀
津
よ
り
向
は
る
。

三
十
、
高
倉
殿
京
都
退
去
の
事

　
　
　
　
　
　
　
■
第
二
號
　
　
　
一
ご
五
　
（
三
二
）

’



　
　
　
舞
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
木
　
　
　
芽
　
　
　
峠

　
只
今
夜
々
の
ま
ぎ
れ
に
篠
筆
墨
F
北
國
の
カ
へ
御
ド
リ
候
ひ
て
、
御
目
、

　
荘
血
の
申
山
を
差
霧
が
れ
候
は
い
、
越
前
に
修
理
大
夫
高
徳
、
畑
賀
に

　
冨
樫
介
、
能
登
」
に
吉
見
、
信
濃
に
訪
諏
下
営
覗
部
、
皆
無
二
の
御
方
に

　
て
候
へ
ば
、
此
國
々
へ
如
何
な
る
緻
が
足
を
も
踏
み
入
れ
候
べ
き

差
し
刀
根
越
を
以
て
．
木
芽
峠
ご
思
へ
る
な
り
○
義
貞
等
金

崎
城
に
慷
り
て
よ
り
、
杣
山
こ
の
往
來
は
常
に
木
芽
峠
を

越
ね
ざ
る
べ
か
ら
す
。
瓜
生
保
護
の
金
崎
の
後
攻
す
る
に

も
亦
三
越
ね
下
る
所
な
る
に
、
太
年
記
の
少
も
記
す
所
な

か
り
し
は
こ
の
故
な
り
。
猶
太
炉
記
、
木
芽
峠
凍
死
の
條

に
、
河
野
土
居
得
能
は
二
百
よ
き
に
て
後
陣
に
う
ち
け
る

か
、
天
ノ
曲
に
て
前
陣
の
勢
に
お
い
敗
れ
、
ゆ
く
へ
き
凪
追

を
失
ひ
て
、
囎
津
の
北
に
お
り
居
だ
り
け
る
を
、
佐
々
木

の
一
族
ご
熊
谷
ご
、
b
こ
め
て
う
だ
ん
ご
し
け
る
聞
、
あ

ひ
か
、
り
に
か
、
つ
て
、
皆
さ
し
ち
か
へ
ん
こ
し
け
れ
共

（
下
略
）
ご
あ
る
も
、
地
理
誤
れ
り
Q
天
曲
は
今
は
劔
熊
ご

稻
す
、
海
葎
よ
り
敦
賀
に
入
る
道
な
り
、
櫨
津
の
北
に
心

す
O
忌
詞
沖
、
擁
津
よ
ウ
木
芽
峠
に
さ
■
し
懸
る
な
ら
ば
、

天
曲
は
愚
行
す
べ
か
ら
す
○
此
麺
に
出
で
な
ば
豊
平
山
に

　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
鞭
徽
　
　
　
一
二
点
ハ
　
（
一
二
一
二
）

か
、
る
べ
き
な
り
○
然
ら
ば
太
孚
記
に
云
ふ
足
利
高
経
荒

乳
中
山
を
撫
す
る
事
は
如
何
ご
云
ふ
に
其
事
な
か
り
し
者

な
る
べ
し
、
梅
松
論
に
は
荒
目
の
中
山
の
事
を
記
す
ご
錐

も
、
其
事
見
ね
す
。
伊
豫
河
野
卜
居
系
圖
に
土
居
麺
増
、

　
　
こ
ガ
ロ

同
四
年
、
到
再
製
前
之
時
、
雪
中
道
路
被
圃
大
敵
、
不
堪

至
寒
自
殺
、
從
士
三
百
勤
人
、
悉
堕
命
詑
ご
あ
る
は
、
或

は
太
尊
記
に
擦
れ
る
藩
な
る
べ
し
。
忽
然
ら
す
、
別
の
傳

あ
り
た
り
こ
す
る
も
、
大
敵
ご
は
太
牛
記
の
如
く
、
熊
谷

等
を
指
す
な
る
べ
く
、
當
時
櫨
津
の
土
豪
熊
谷
の
足
利
方

こ
し
て
多
少
抵
抗
を
試
み
π
る
こ
ご
は
あ
る
な
る
べ
し
。

　
　
　
　
宮
崎
縣
西
都
原
古
墳

　
　
　
　
調
査
報
告

　
　
　
　
　
　
丈
學
士
濱
田
耕
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
末
治

　
余
等
は
咋
年
末
よ
6
本
年
　
力
初
旬
に
亘
り
、
宮
崎
縣

ひ


